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「合計特殊出生率」及び「東京圏との社会移動」の現状について 

１ 「合計特殊出生率」及び「東京圏との社会移動」の現状について 

平成27年に策定した第１期「浜松市総合戦略」では、「合計特殊出生率の上昇」及び「東

京圏との社会移動の均衡」を目指し、３つの基本目標を掲げ、様々な取組を進めてきた。 

現在、「合計特殊出生率」及び「東京圏との社会移動」は、次のように推移している。 

（１）合計特殊出生率について 

・浜松市の合計特殊出生率は、全国や静岡県とほぼ同様に推移しており、平成27年以降は下

降傾向にある。 

・浜松市の合計特殊出生率は、全国や静岡県よりも高い水準で推移している。 

合計特殊出生率の推移 

※【参考】の合計特殊出生率は、分母を「10月1日現在の住民基本台帳人口（日本人及び外国人）」と

しており、第1期「浜松市総合戦略」で使用。 
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（２）東京圏との社会移動について 

・東京圏との社会移動は、転出超過の状況が続いている。 

・5歳階級別では、男女ともに15～29歳において、転出数が多い状況にある。 

東京圏との社会移動（日本人） 

資料：住民基本台帳人口移動報告 長期時系列表【総務省】 

東京圏との社会移動（5歳階級）（日本人） 

資料：住民基本台帳に基づく都道府県及び市区町村別詳細分析表【内閣官房】 


